
 

 

 

 

  

「今こそ、日常生活の大切さに気づこう」 

学校が再開して４週間。生徒会活動や部活動も本格的に始まりました。学校生活でも

様々な制約がある中、全校生徒の皆さんが毎日元気に登校してくれていることが、私は何

よりもうれしいです。１年生の皆さん、部活動は決まりましたか。２年生の皆さん、新し

いクラスにはなじみましたか。３年生の皆さん、西中の代表としての自覚はできました

か。それぞれ学年によって、できることややるべきことは異なりますが、皆さん一人一人

が、今がんばることがあって、それはどんなことでもいいですが、それに集中してがんば

ってくれることを期待しています。 

 

さて、緊急事態宣言は解除になりましたが、不要不急の外出は控えている今、週末は自

宅でのんびり過ごす人も多いと思います。私も自宅のガレージや物置の片付けを随分やり

ました。そうすると思わぬところから思い出のある品が出てきて、「あ、これはあの時に

使ったものだ。あの時はこんなことに凝っていたんだなあ。」とか楽しい発見がいくつか

あって、おもしろかったのと同時に、家族の歴史というか、時の流れも感じました。そし

てその時にふと気づいたのです。「でも､今こうして無事に暮らしていられるのも、平和な

国日本に生まれたからなんだ。」と。平凡だけど落ち着いた毎日、そんな日々のありがた

さ、大切さを感じたのです。そして同時に支えてもらっている、家族や友人、職場の同僚

などの身近な人たちへの感謝の気持ちがわいてきました。そこで皆さんにも気づいてほし

いことがあります。 

 

◇自宅での時間が長い今こそ再認識しよう！ 

◎「日常生活の大切さ」 

日々平穏に暮らしていくことのできるありがたさ。モノや情報があふれ、不自由しない毎日。 

◎「家族や友人、身近な人々への感謝の気持ち」 

支えてもらっていることの自覚と周囲の人たちへの「ありがとうの気持ち」。 

◎「地域社会や学校、規律ある集団生活の良さ」 

社会の一員として守るべきルールやマナー。それによって保障されている人権や自由。 

  

話は最初に戻りますが、私は皆さんが毎

日元気に登校してくれていることが何より

もうれしいです。これからも、１日１日を

かけがえのない日々と思って、大切に過ご

してほしいと思います。 

     ６／８ ＴＶ放送による全校朝会講話より 

 

こんにちは 

西   学校です  

UNESCO西中 自立・共生・貢献 

     見附市立西中学校 学校だより 

              ２０２０・６・２６ 



 

 ５月･６月の教育活動紹介 新型コロナウィルス対応の取組をがんばっています 

明和会総会 

今年度の明和会総会は、全校テレ

ビ放送による総会となりました。 

武道場をスタジオのように配置、 

生徒会総務と専門委員長、部長が

答弁者として、各学級の代表が質

問者として、審議を行いました。

生徒は、各教室でその様子を見な

がら参加しました。 

７月の予定 

７火 高校説明会(3年)  

13月 期末保護者会①  

14火      〃   ②   

15水      〃   ③ 

16木      〃   ④ 

２０月 国語基礎力テスト 

31金 一学期終業式  

 

 

１年生が正式入部し、部活動が本格化しています 

 

 

 

 

ひまわりれー活動 

明和会では今年度のスローガン

～向日葵
ひ ま わ り

咲きほこれ笑顔の大輪

（ハートフル）～を掲げ、全校生

徒での向日葵（ひまわり）の栽培

を提案しました。学年毎に作業の

分担をし、リレー形式で各学年を

つないでいくことをしました。 

 

いじめ見逃しゼロスクール集会 

いじめ見逃しゼロスクール集会も、テ

レビ放送で提案発表し、各教室で話し

合う形式で行いました。生徒会の正

副会長がいじめとは何かを全校生

徒に働きかけ、各教室では具体的な

事例を基に、意見を交換しました。

みんな真剣に取り組みました。 

 


